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このような場合にDPTワクチンを規定通りに接種すると，破傷風に対する免疫が過剰になり局所

反応が強く現れることがあります。

　沈降破傷風トキソイドの３回接種がすんでいる場合にはDPTワクチンを20日から56日までの間隔（い

わゆる３～８週間間隔：参照p3）をおいて２回，２回接種がすんでいる場合には２～３回で終了とし，１

回だけの接種の場合には３回接種するのがよいとされています。DPTワクチンは百日咳予防の意味におい

ても生後３カ月になったら，できるだけ早く接種してください。

　なお，沈降破傷風トキソイドに含まれる抗原量は約2.5～5Lf/0.5mL，DPTに含まれる破傷風抗原量は約

2.5Lf/0.5mL，DTトキソイドに含まれる破傷風抗原量は0.5～ 1.0Lf/0.1mLです。

Q 7
乳幼児期に外傷のため沈降破傷風トキソイドの接種を受けました。DPTワクチンの定

期接種はどのようにすればよいでしょうか。

A

Q 6
90カ月以上になった小児に対するDPTワクチンの接種はどのようにしたらよいでしょ

うか。

百日咳は数週間に及ぶ頑固な咳のため，年長児にとっても厄介な病気です。満１歳以下では致死率

の高い疾患です。百日咳は90カ月を過ぎても罹患しますが，生命に対する危険性はほとんどありません。し

かし近年，年長児あるいは成人での百日咳罹患は軽症であっても乳幼児への感染源として問題になるところ

から，百日咳の免疫付与を無視することなくDPTワクチンを選択する方法があります。また，ジフテリア

と破傷風の免疫をつけておくことがまず大切であることから，DTトキソイドを選択する方法もあります。

（参照p36，Q5）

A

かし，１あるいは２のような場合，0.1mLの接種で十分な免疫が獲得できるかの検討は十分に行わ

れていません。１あるいは２のような場合，初回免疫としてDTトキソイドを使用する場合，10歳

以上の者には，第1回量を0.1mLとし，副反応の少ないときは，第２回以後適宜増量して接種しま

す。追加免疫には，通常，初回免疫後６カ月以上の間隔をおいて，（標準として初回免疫終了後12

カ月から18カ月までの間に）接種しますが，初回免疫のとき副反応の強かった者には適宜減量し，

以後の追加免疫のときの接種量もこれに準じますが，添付文書上，10歳以上の者には，0.1mLを皮

下に注射することになっています。

　ただし，４は基礎免疫ができているとし，２期として10歳以上であれば，DTトキソイド 0.1mL

を１回皮下に接種します。

　近年，年長児，成人の百日咳が問題となっており，米国では２期の接種時期にTdapを接種する

ことに変更されました。

　　Tdap：ジフテリアの抗原量を減らした思春期から成人用のDPTワクチン

　　　　　（国内輸入はしていません）


